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第６学年 算数科学習指導案（活用）

平成 年 月 日（ ） 第 校時 指導者

１ 単元名 体積のはかり方と表し方

２ 単元目標

○身の回りにあるものの体積に関心をもち，それらの体積を求めようとする。（関心・意欲・態度）

○体積についても長さや面積などの場合と同じように，単位の大きさを決めてその幾つ分として

数値化して考える。 （数学的な考え方）

○公式を用いて直方体，立方体の体積や容積を求めることができる。 （表現・処理）

○体積の単位や直方体，立方体の体積を求める公式を理解する。 （知識・理解）

３ 指導計画（全１２時間）

次 時 型 主な学習内容 主な評価規準

１

１

直方体と立方体の大きさの比べ方 (関)身の回りのいろいろなものの体積に興味を

２

活 を考える。 もち，比べようとしている。

用 (考)面積と同じように単位の大きさを決め，数

値化して体積の比べ方を考えている。

３
習 直方体，立方体の体積を求める公 (知)体積を求める公式の意味を理解している。

得 式をまとめる。

４
習 公式を用いて直方体や立方体の体 (表)公式を用いて直方体や立方体の体積を求め

得 積を求める。 ることができる。

５
活 複合図形の体積の求め方を考え (考)複合図形の体積を，分割したり補ったりし

用 る。 て求めることができる。

直方体の高さと体積の関係を調べ (考)直方体の高さを２倍，３倍，・・・にする

６
活

る。 と，体積も２倍，３倍，・・・になること
用

を考えている。

７
活 角柱の体積の求め方を考える。 (考)直方体や立方体の体積の求め方を基にし

用 て，角柱の体積の求め方を考えている。

２ １ 活 体積の単位「立方メートル」を知 (考)既習の単位関係の理解を基にして，新しい

用 り，１㎥は何㎤かを調べる。 単位関係について考えている。

２
習 辺の長さが小数で表されている直 (表)辺の長さが小数でも，公式を適用して体積

得 方体の体積を求める。 を求めることができる。

習
具体物を概形でとらえて，およそ (表)具体物を概形でとらえて直方体や立方体と

３
得

の体積を求める。 みることによって，およその体積を求める

ことができる。

３
１

習 学習内容を用いて問題を解く。 (表・知)学習内容を正しく用いて問題を解決す

得 ることができる。

２ 活 学習内容を生かして問題を解く。 (考)学習内容を生かして問題を解決することが

本時 用 できる。

４ 指導上の立場

（１）単元について

本単元は，学習指導要領の内容Ｂ（２）「体積について単位と測定の意味を理解し，体積を計

算によって求めることができるようにする。」を受けて設定した。この内容は，新学習指導要領

では，第５学年の内容として示されている。
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児童はこれまでに，具体的に比べたり測ったりする操作を通して水のかさや面積などの概念を

理解し，水のかさなどの液量を１ˆや１�，面積を１㎠や１㎡という単位の幾つ分かで表す学習

をしてきている。体積の学習でも，これまでの量の学習を想起させ，直接比べたり測ったりする

操作活動を重視する中で普遍単位となる１㎤を導き出し，直方体や立方体のかさをその幾つ分で

表せばよいという考え方につなげていく。また，公式化においても，１㎤の積み木を実際に並べ

たり積んだりする操作活動を取り入れ，公式を導き出す過程を大切にして指導していきたい。

さらに，公式の意味については，縦と横の長さを固定した直方体の高さを変化させたときの体積

の変化を考える活動を通して，数量の関係を表す式の学習との関連を図りながら理解を深めるこ

とができるようにしていきたい。

（２）児童の実態

本学級の児童は，男子３名，女子４名の計７名である。算数に対して苦手意識をもっている児

童や理解力はあるが気分にむらがあるために集中して取り組むことができない児童など，個別に

支援を要する児童が３名いるが，与えられた課題に対して熱心に取り組む児童が多い。また，筋

道を立てて考え，分かりやすく説明することのできる児童は少ないが，分からないことを出し合

ったりいっしょに考えたりしながらみんなで問題を解決していこうという態度は見られる。

レディネステストの結果は，以下の通りである。

・かさの単名数表記（○ˆ）を複名数表記（○�○ˆ）にできる。・・・６名

・面積の概念，面積の求め方や表し方が分かっている。・・・・・・・・４名

・長方形や正方形の面積を求めることができる。・・・・・・・・・・・７名

・直方体の体積の概念が分かる。（未習）・・・・・・・・・・・・・・５名

（１辺が１ˆの立方体の積み木の数を求めることができる。）

公式を用いて長方形や正方形の面積を求めることはできるが，面積を表すときに単位とする大

きさである１㎠の意味を説明することができない児童が３名いた。そこで，体積の学習において

は，面積と結びつけながらその意味を考える活動を取り入れ，どちらも単位の大きさを決めると

その幾つ分として数値化してとらえることができることを理解できるようにしていきたい。

（３）研究テーマとの関連

研究テーマ「学び合い ともに伸びる 子どもの育成 ～伝え合いを大切にした算数の授業を

通して～」にせまるために，本単元では次のことに留意する。

○単元全体では

・ペアで直方体や立方体の体積を調べたり，みんなで協力して１�の大きさを確かめたりする

活動を取り入れ，実際の大きさを実感しながら体積について理解することができるようにす

るとともに，ともに学ぶ楽しさを味わうことができるようにする。

・問題解決の過程で，一人で考える活動も大切にしながら，ペアで考えを伝え合ったり友達の

ノートを見て歩いたりする活動を効果的に取り入れ，互いの考えを交流しながら考えを深め

ていくことができるようにする。

○本時では

・単元終末の発展的な学習として，直方体や立方体の体積を求める公式や高さと体積の関係な

どの既習事項を活用して考える問題を設定した。問題を読むだけでは難しく感じる児童が多

いと思われるので，ＩＣＴを活用して問題場面を提示し，興味をもって考えることができる

ようにする。

・児童のつまずきや考えの取り上げ方を工夫しながら話合いを進め，みんなで意見を出し合い

ながら問題を解決することができた満足感を味わうことができるようにする。また，前時ま

での学習を生かして発言したり説明したりする姿をとらえて称揚し，本単元の学習内容に対

する理解を深めるとともに，既習事項を活用して考えるよさや楽しさを感じることができる

ようにする。

「児童の実態」は削除しています。
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５ 本時案（第３次第２時）

ねらい 直方体や立方体の体積を求める公式や高さと体積の関係などの既習事項を基にして，

水面の高さの求め方を考えることができる。

学 習 活 動 教師の主な発問と予想される子どもの反応 ○教師の支援 ■個への支援

１ 本時の問題を ○問題文と図を提示した後，問題

知り，めあてを １辺が８㎝の立方体の 場面をパワーポイントを使って

つかむ。 容器の中に，１辺が４㎝ 示すことにより，問題の意味を

の立方体のおもりを入れ， 理解することができるようにす

水を容器の高さいっぱい る。

入れました。その後，中

のおもりをぬき出すと， ○解決の見通しがもてない児童が

水面の高さは何㎝になる 多い場合は，何が分かれば高さ

でしょう。 が求められそうかを話し合い，

「おもりの体積」「容器の体積」

「おもりを抜き出した後の水の

水面の高さの求め方を考えよう。 体積」など，解決のきっかけと

なるキーワードを確認する。

２ 解決方法を考 ○自分がやりたい方法で考えて，答えの見 ○答えを求めるだけでなく，図や

える。 つけ方をノートに書きましょう。 式，言葉などで解決方法をノー

【予想される児童の考え】 トに書くようにさせ，考えが深

・一人で考える。(ア)おもりの形を変形させて考える。 まるようにするとともに，友達

（具体物，図） との伝え合いに生かすことがで

きるようにする。

■具体物(１㎤の積み木)を操作し

て答えを見つけた児童には，何

をどう操作したら何が分かった

(イ)おもりの体積から かを文で書いてみるように助言

４×４×４＝６４ する。

８×８×□＝６４ ■一つの解決方法とその説明がで

□＝６４÷（８×８） きた児童には，他の方法でも考

・ペアで考える。 □＝１ えてみるよう促し，考えを広げ

８－１＝７ ７㎝ ることができるようにする。

○だいたいの児童が答えを見つけ

(ウ)残りの水の体積を求めて られたらペアで考えを紹介し合

(８×８×８)－(４×４×４)＝４４８ う場をもつが，考えが進まない

８×８×□＝４４８ 児童が多い時には，早めにペア

□＝４４８÷６４ を組んでともに考えられるよう

□＝７ ７㎝ にする。

３ 話し合う。 ○どうやって高さを求めたか，考え方を発 ○自力解決やペアでの話合いの様

・みんなで 表しましょう。 子を観察して児童の考えを把握

・積み木(図)をつかって，おもりの形を しておき，理解しやすい方法か

容器の底の形に合わせて変形すると， ら取り上げて話し合うようにす

高さが1㎝になりました。・・・ る。

4㎝

8㎝

1㎝

4㎝ 8㎝ おもりの高さが１㎝分

だから，水の高さは７

㎝だな。
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・おもりの体積を求めて，それが容器に ○おもりを抜き出した後の水の体

入れた水の何㎝分になるか計算しまし 積を図で表している児童がいれ

た。・・・ ば，(ウ）の考えを取り上げる

・おもりを取った後の水の体積を求めて ときに紹介し，理解が深まるよ

から考えました。・・・ うにする。

○それぞれの考えを比べて，似ているとこ ○(ア)と(イ)の考えを結びつけて

ろや違うところを話し合いましょう。 話し合うことにより，おもりの

・○○さんが図で（操作で）説明したこ 形を容器の形の底面に合わせて

とと○○さんの式は，同じことだな。 変形させると，高さがどれだけ

・おもりの体積を基にした考えと水の体 低くなったかが分かることを確

積を基にした考えに分かれるな。 認する。

・式で考えている人は，体積を求める公 ○児童の発言を生かしながら，公

式を使って考えているんだな。 式の(縦)×(横)×(高さ)の中で

(縦)×(横)の部分は底面積に当

たることを確認し，(底面積)×

(高さ)という見方もできるよう

にする。

４ 練習をする。 ○次の問題の解き方を式で表しましょう。 ■活動が進まない児童には，はじ

めの問題との違いは直方体であ

ることと水面が高くなることで

あることを確認し，板書をもと

にみんなで話し合った考え方に

当てはめて考えてみるように助

言する。

■はじめの問題で自力解決が困難

だった児童を中心に個別に支援

することにより，解決できた満

足感を味わうことができるよう

にする。

５ まとめをする。 おもりや水の体積と水面の高さの関係を ○板書を振り返りながら，児童の

考えて公式を使うと求められる。 言葉でまとめをする。

６ 学習を振り返 ○本時の学習を振り返りましょう。 ○友だちの考えのよさやがんばり

る。 にふれる感想を取り上げ，とも

に学ぶよさを味わうことができ

るようにする。

【評価基準】

Ａ：水面の高さの求め方を考え，式と図や言葉を関連付けて説明することが

評 価
できる。

Ｂ：水面の高さの求め方を考え，式や図，言葉で表すことができる。

【評価方法】

ノートの記述，発言，練習問題

6㎝

20㎝

20㎝

30㎝

10㎝の高さまで

水が入っている水

そうにレンガを入

れます。水面の高

さは何㎝になるで

しょう。

10㎝


